
作成日

変更日

（１）基礎情報

ア．対象地域

人口 面積 豪雪 山村 過疎

イ．計画期間

※目標の達成状況や社会経済情勢の変化等を踏まえ、必要な場合には計画を見直すものとする。

開始年月日

終了年月日

令和8年4月1日

令和13年3月31日

2025年11月4日

真庭市（一部山村、一部豪雪、全部過疎）
新庄村（全部山村、全部豪雪、全部過疎）

真庭市、新庄村

895.64

41,736

１　計画の基本的な事項

地域の要件

離島、豪雪、山村、半島、
過疎地域に該当がある市町

村名

地域総面積（㎢）

地域内総人口（人）

　　構成市町村に一部事務組合等が含まれている場合、当該組合の状況

組合名称
（設立（予定）年月日）

計画期間※ 5年

組合を構成する市町村

組合設立に関する、
今後の見通し

真庭地域循環型社会形成推進地域計画

地域の要件がその他の場合
は具体的に記載

構成市町村等（作成者）名
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（２）対象地域における取組みに関する事項

ア．ごみ処理の広域化・施設の集約化の検討状況

イ．プラスチック資源の分別収集及び再商品化に係る実施内容

実施地域

実施年度

実施方法

上記が④も
しくは⑤の
場合、その

詳細

予定地域

予定年度

予定方法

上記が④も
しくは⑤の
場合、その

詳細

実施しない（予定）地域

プラ要件化対象事業の実施

備考

実施予定
の場合

確認した都道府県の
広域化・集約化計画の名称

実施済
の場合

岡山県では、平成19年3月に「新岡山県ごみ処理広域化計画」を策定しており、本地域
における真庭市と新庄村は高梁ブロックに位置付けられている。
本地域においては、高梁ブロックごみ処理広域化対策協議会において広域化に向けた
検討を進めてきたが、平成24年度の協議会において『広域処理施設は整備しない方針
とする』ことが決定し、平成25年度以降は新庄村を含む真庭市での中間処理を行って
いる。

新岡山県ごみ処理広域化計画

真庭市・新庄村

令和９年度

②環境省の認定（プラ法33条のルート）

00001591
タイプライターテキスト
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ウ．対象地域における一般廃棄物処理有料化の状況

エ．対象地域における災害廃棄物処理計画の策定状況

真庭市では、「災害廃棄物処理計画」において、仮置場の設定に
当たり被災規模や立地状況・周辺の道路状況等の複数の観点から
適切な仮置場の選定を行うものとしている。
また、新庄村では、「新庄村一般廃棄物処理基本計画」において
災害廃棄物処理計画を定めており、仮置場の候補地を新庄村総合
運動公園グラウンドとして設定している。

真庭市：真庭市災害廃棄物処理計画
新庄村：新庄村一般廃棄物処理基本計画

①構成市全てで策定済

①全ての構成市町村で導入済有料化導入状況

未策定の構成市（策定予定時期）

備考

上記が④の場合、その詳細

未導入の構成市町村名

有料化導入に向けた
検討状況

※全ての構成市町村で導入
済の場合は記載不要

策定状況

策定済の構成市（計画の名称）
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２　循環型社会形成推進のための現状と目標（一般廃棄物の処理）

（１）一般廃棄物の処理の現状と目標（全域）

現状 目標

令和6年度 令和13年度 現状比

41,736 36,886 -11.6%

3,971 3,630 -8.6%

8,657 6,829 -21.1%

474 327 -31.0%

　その他排出量（トン） 896 930 3.8%

　⑤総排出量（トン） 13,524 11,389 -15.8%

888 844 -5.0%

　再生利用量 4,789 5,663 18.3%

35% 50%

　最終処分量 110 64 -41.8%

1% 1%

　エネルギー回収量 　年間の発電電力量（MWH） 0 0

　年間の熱利用量（GJ） 0 0

特記事項

　⑦総資源化量（トン）

　⑧埋立最終処分量（トン）

本計画の計画期間中においては、廃棄物の減量化を含め循環型社会の実現を目指し、表１のとおり
目標量について定め、それぞれの施策に取り組んでいくものとする。

　排出量

　⑥1人1日当たりの排出量（ｇ/人日）

　④1人1日当たりのごみ排出量（ｇ/人日）

　③生活系ごみ排出量（トン）

　②事業系ごみ排出量（トン）

　表１　減量化、再生利用に関する現状と目標

　①総人口（人）

　総排出量に占める総資源化量の割合

　総排出量に占める埋立最終処分量の割合

⑧最終処分量：埋立処分された量〔単位：トン〕

≪用語の定義≫　下記のとおり表１で用いる用語の定義を行う。

※　別添資料として①～⑧に関する過去及び将来推計のトレンドグラフを添付する。

⑤総排出量：②＋③＋その他排出量の和〔単位：トン〕

②③排出量：対象地域において出されたごみの量（資源含む。集団回収されたごみを除く）〔単位：トン〕
　　　　　　※事業系・生活系それぞれで記載。

⑥1人1日当たりの排出量：⑤*10^6/総人口/年間日数〔単位：ｇ/人日〕

⑦総資源化量：事業系の資源ごみ量＋生活系の資源ごみの量＋集団回収量等の和〔単位：トン〕

エネルギー回収量：エネルギー回収施設において発電された年間の発電電力量〔単位：MWh〕及び熱利用量〔単
位：GJ〕

その他排出量：②、③に該当しない排出量〔単位：トン〕

④1人1日当たりのごみ排出量：（生活系ごみ排出量－生活系資源ごみの量）*10^6/総人口/年間日数〔単位：ｇ
/人日〕
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予測・目標における数値のうち、②③④が増加予測となるものもがある場合はその理由を記載

一般廃棄物処理計画と目標値が異なる場合に、地域計画と一般廃棄物処理計画との整合性に配慮した内容

真庭市のごみ排出量等については、令和7年度中に策定予定である「真庭市一般廃棄物資源化等基本計画」にお
ける目標値を採用している。
新庄村のごみ排出量等については、下記に示した内容について「新庄村一般廃棄物処理基本計画」との整合性
に配慮し推計を行った。
①将来人口は、新庄村一般廃棄物処理基本計画について採用されている人口を設定した。
②ごみ排出量については、新庄村一般廃棄物処理基本計画では、1人1日当たりのごみ排出量を令和16年度に
500g/人・日以下とすることを掲げており、本計画においても1人1日当たりのごみ排出量を令和16年度に500g/
人・日以下とすることを目指し推計を行った。なお、令和16年度までの1人1日当たりのごみ排出量は、実績値
から削減率を均等配分し推計した値を設定した。
③資源化量・最終処分量については、令和6年度のごみ処理形態が継続するものと想定し、推計を行った。
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（２）一般廃棄物の処理の現状と目標のフロー図（全域）

令和6年度

集団回収量 総資源化量 総排出量

13,524 t
リサイクル率

35.4%

処理残さ量

3,597 t
排出量 計画処理 28.5%

12,628 t

100.0% 減量化量

8,624 t
自家処理量 68.3% 最終処分量

110 t

0.9%

※端数処理により割合・合計が合わないことがある。

令和13年度

集団回収量 総資源化量 総排出量

11,389 t
リサイクル率

49.7%

処理残さ量

4,418 t
排出量 計画処理 42.2%

10,459 t

100.0% 減量化量

5,662 t
自家処理量 54.1% 最終処分量

0 t 64 t

0.6%

※端数処理により割合・合計が合わないことがある。

36 t

0.4%

処理後再生利用量

直接資源化量 処理後再生利用量

3,535 t

28.0%

96.8%

2.8%

0.5%

中間処理量

直接最終処分量

直接最終処分量

930 t

0 t

直接資源化量

10,459 t
28 t

42.0%

0.3%

3.3%

96.4%

10,080 t

5,663 t

48 t

0.3%

現状の一般廃棄物の処理状況フロー

中間処理量 処理後最終処分量

目標達成時の一般廃棄物の処理状況フロー

処理後最終処分量

4,390 t343 t

358 t

896 t 4,789 t

12,628 t
12,222 t 62 t
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（３）各構成市町村の一般廃棄物の処理の現状と目標

現状

令和6年度 令和13年度 現状比

3,966 3,625 -8.6%

8,513 6,707 -21.2%

896 930 3.8%

13,375 11,262 -15.8%

4,749 5,628 18.5%

36% 50%

107 61 -43.0%

1% 1%

現状

令和6年度 令和13年度 現状比

5 5 0.0%

144 122 -15.3%

0 0 0

149 127 -14.8%

40 35 -12.5%

27% 28%

3 3 0.0%

2% 2%

現状

令和6年度 令和13年度 現状比

0

0

0

0 0 0

0

0 0

0

0 0

　最終処分量
　埋立最終処分量（トン）

　総排出量に占める埋立最終処分量の割合

目標

目標

　排出量

　事業系ごみ排出量（トン）

　生活系ごみ排出量（トン）

　その他排出量（トン）

　再生利用量
　総資源化量（トン）

　総排出量に占める総資源化量の割合

　総排出量（トン）

真庭市

新庄村

　総排出量（トン）

　その他排出量（トン）

　生活系ごみ排出量（トン）

　事業系ごみ排出量（トン）

　総資源化量（トン）

　総排出量に占める総資源化量の割合

　埋立最終処分量（トン）

　総排出量に占める埋立最終処分量の割合

　排出量

　再生利用量

　最終処分量

　総排出量に占める埋立最終処分量の割合

　埋立最終処分量（トン）
　最終処分量

目標

　排出量

　事業系ごみ排出量（トン）

　生活系ごみ排出量（トン）

　その他排出量（トン）

　総排出量（トン）

　総排出量に占める総資源化量の割合

　総資源化量（トン）
　再生利用量
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（１）処理体制

（２）処理施設等の整備

３　目標達成に向けた施策（一般廃棄物の処理）

　事業系ごみは、各事業者に対し、ごみは排出者責任で処理を行わなければならないという
認識を持たせるとともに、減量化や資源化の推進に向けた指導を行っていく。
　なお、排出された事業系ごみについては、基本的に生活系ごみの分別区分に準じ、処理・
処分を行っていくものとする。

上記（１）の分別区分及び処理・処分体制で処理を行うため、表3のとおり必要な施設整備
事業を行うとともに、表4のとおり計画支援事業を行う。
　なお、現有施設の一覧は、表5に示すとおりである。

　　ア．生活系ごみの処理体制の現状と今後

  本市の分別区分及び処理方法は表2に示すとおりである。
　燃えるごみはクリーンセンターまにわの焼却施設において焼却処理を行っている。
　燃えないごみの内、金属類（小）及びガラス・陶磁器類、資源ごみの内、ペットボトル及
びアルミ缶・スチール缶、無色透明のビン、茶色のビン、その他の色のビン及び粗大ごみは
クリーンセンターまにわのリサイクルプラザに搬入し、破砕・選別・圧縮処理を行ってい
る。プラスチック製品含む上記以外の資源ごみ及び蛍光管はクリーンセンターまにわのス
トックヤードで保管した後、再生業者に引渡し資源化を行っている。また、生ごみは真庭市
くらしの循環センターに搬入しメタン発酵処理・バイオガス化を行っている。
　今後のごみ処理体制については、北部ブロック・南部ブロックで排出されたごみは、各ブ
ロックに新設される中継施設を経由した後、各ごみ処理施設に搬入する予定である。

　　ウ ．一般廃棄物処理施設であわせて処理する産業廃棄物の現状と今後

　　イ．事業系ごみの処理体制の現状と今後 
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表３－Ａ　マテリアルリサイクル推進等のための整備事業

事業番号 ① ②

施設名称
真庭北部地区中継施

設
真庭南部地区中継施

設

事業主体 真庭市 真庭市

工種 新設工事 新設工事

事業目的
（新設・改良等の理由）

資源の有効利用，収
集運搬の効率化

資源の有効利用，収
集運搬の効率化

施設種別 リサイクルセンター リサイクルセンター

処理方式 圧縮成形，保管等 圧縮成形，保管等

処理能力（単位） 460m2 355m2

事業期間
令和8年度～
令和9年度

令和8年度～
令和9年度

竣工（事業完了）予定年月 令和10年3月 令和10年3月

設置予定地
※検討中の場合は「未定」

岡山県真庭市蒜山初
和592-1

岡山県真庭市宮地
631-3

想定される浸水深
※未定の場合は記載不要

浸水想定区域外 浸水想定区域外

浸水対策 浸水想定区域外 浸水想定区域外

環境省所管（循環交付金
等）の活用を予定

※「○」の場合は以下の項目
を記載すること

○ ○

国土強靭化地域計画
（計画の名称）

－ －

プラ要件化の
経過措置の適用

－ －

プラ施設整備事業 － －

CO2削減率
※改良事業の場合

－ －

スラグの利用計画
※灰溶融施設を整備する場合

－ －
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表３－Ａ　マテリアルリサイクル推進等のための整備事業

事業番号 ① ②

施設名称
真庭北部地区中継施

設
真庭南部地区中継施

設

ストック対象物
※ストックヤードを整備

する場合
－ －

要綱第５の２による交付
をうける予定の場合は、
施設減少数と対象市町村

増加数の合計
※以下の項目を記載

本施設整備にあたり
廃止する施設(処理対象市

町村名)

広域化・集約化後の処理
対象市町村数（処理対象

市町村名）

備考
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表５　現有施設一覧

施設種別
ごみ焼却施設（エ
ネルギー回収な

し）
リサイクルプラザ ストックヤード

有機性廃棄物リ
サイクル施設

施設名
クリーンセン
ターまにわ

クリーンセン
ターまにわ

クリーンセン
ターまにわ

真庭市くらしの循
環センター

施設所有主体 真庭市 真庭市 真庭市 真庭市

型式及び処理方式
機械式バッチ燃焼

式ストーカ炉
破砕・選別・圧縮 保管

メタン発酵
バイオガス化

処理能力（単位） 30t/日 11t/日

ガラス類：
98t/日

紙類・金属類・
ペットボトル・プ
ラスチック類：

147t/日

し尿・浄化槽汚泥：

95m3/日

生ごみ：10m3/日

エネルギー回収の有無 無 無 無 有

竣工年月 平成11年10月 平成11年10月 平成11年10月 令和6年12月

廃止又は休止（予定）年月 未定 未定 未定 未定

施設所在地 真庭市樫西290 真庭市樫西290 真庭市樫西290 真庭市赤野1250-2

想定される浸水深 浸水想定区域外 浸水想定区域外 浸水想定区域外 浸水想定区域外

浸水対策 浸水想定区域外 浸水想定区域外 浸水想定区域外 浸水想定区域外

交付金を活用した解体を
実施する場合、その交付

条件

廃焼却施設解体事業
着手（予定）年月
完了（予定）年月

解体に関連する新設事業番号
※表３の事業番号

備考
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４　循環型社会形成推進のための現状と目標（生活排水の処理）

（１）生活排水の処理に関する現状と目標（全域）

現状　: 令和6年度 目標　: 令和13年度

人口 構成比 人口 構成比

12,506 30.0% 13,080 35.5%

3,851 9.2% 3,422 9.3%

14,415 34.5% 14,577 39.5%

30,772 73.7% 31,079 84.3%

1,730 4.1% 1,417 3.8%

9,234 22.1% 4,390 11.9%

10,964 26.3% 5,807 15.7%

41,736 100.0% 36,886 100.0%

7,995 3,784

18,792 18,636

26,787 22,420

一般廃棄物処理計画と目標値が異なる場合に、地域計画と一般廃棄物処理計画との整合性に配慮した内容

生活排水の処理については、表６に掲げる目標のとおり、合併処理浄化槽の整備等を進めていくものとす
る。

表６　生活排水処理に関する現状と目標

処
理
形
態
別
人
口

し
尿
・
汚
泥
の
量

公共下水道（人）

農業集落排水施設等（人）

合併処理浄化槽等（人）

小計：汚水衛生処理人口（人）

単独処理浄化槽（人）

合計（キロリットル）

非水洗化人口（人）

小計：未処理人口（人）

合計：総人口（人）

汲取りし尿量（キロリットル）

浄化槽汚泥量（キロリットル）

13



（２）各構成市町村の生活排水処理に関する現状と目標

人口 構成比 人口 構成比

11,969 29.2% 12,617 34.9%

3,851 9.4% 3,422 9.5%

14,316 35.0% 14,491 40.0%

30,136 73.6% 30,530 84.3%

1,720 4.2% 1,408 3.9%

9,086 22.2% 4,262 11.8%

10,806 26.4% 5,670 15.7%

40,942 100.0% 36,200 100.0%

7,941 3,737

18,642 18,505

26,583 22,242

人口 構成比 人口 構成比

537 67.6% 463 67.5%

0 0.0% 0 0.0%

99 12.5% 86 12.5%

636 80.1% 549 80.0%

10 1.3% 9 1.3%

148 18.6% 128 18.7%

158 19.9% 137 20.0%

794 100.0% 686 100.0%

54 47

150 131

204 178合計（キロリットル）

合計：総人口（人）

汲取りし尿量（キロリットル）

浄化槽汚泥量（キロリットル）

新庄村

公共下水道（人）

農業集落排水施設等（人）

合併処理浄化槽等（人）

小計：汚水衛生処理人口（人）

単独処理浄化槽等（人）

非水洗化人口（人）

小計：未処理人口（人）

処
理
形
態
別
人
口

し
尿
・
汚
泥
の
量

合計：総人口（人）

汲取りし尿量（キロリットル）

浄化槽汚泥量（キロリットル）

公共下水道（人）

農業集落排水施設等（人）

合併処理浄化槽等（人）

小計：汚水衛生処理人口（人）

単独処理浄化槽等（人）

真庭市

処
理
形
態
別
人
口

し
尿
・
汚
泥
の
量

合計（キロリットル）

非水洗化人口（人）

小計：未処理人口（人）

令和6年度

令和13年度

目標

実績

実績

目標

令和6年度

令和13年度
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人口 構成比 人口 構成比

0 0

0 0

0 0

0 0 0 0

0 0

0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0

汲取りし尿量（キロリットル）

浄化槽汚泥量（キロリットル）

合計（キロリットル）

小計：汚水衛生処理人口（人）

単独処理浄化槽等（人）

非水洗化人口（人）

小計：未処理人口（人）

合計：総人口（人）

処
理
形
態
別
人
口

し
尿
・
汚
泥
の
量

公共下水道（人）

農業集落排水施設等（人）

合併処理浄化槽等（人）

実績 目標

令和6年度 令和13年度

15



（１）処理体制

（２）合併処理浄化槽の整備

５　目標達成に向けた施策（生活排水の処理）

　　ア 生活排水処理の現状と今後

　本市で発生するし尿・生活雑排水は、下水道・農業集落排水施設・合併処理浄化
槽・みなし浄化槽等により処理を行っている。また、下水道で発生する汚泥や農業集
落排水施設において発生する汚泥は民間事業者へ処理委託し堆肥化を行っている。ま
た、各施設における処理後物である汚泥や汲み取りし尿については、真庭市くらしの
循環センターに搬入しバイオ液肥化を行っている。

合併処理浄化槽の整備については、表７のとおり行う。
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表７　浄化槽事業等のための整備事業※ 計画地域内の施設の状況（現況、予定）を地図上に示したものを添付

事業番号 ③

事業主体 真庭市

事業名称
浄化槽設置整備事

業

現有設備の内容

直近の整備済み基数
（基）

（令和6年度）
32基

処理人口（人） 14,147人

整備計画

整備計画基数（基） 235基

整備計画人口（人） 670人

事業期間
令和8年度

～令和12年度

国土強靭化計画への記載
（計画の名称）

ー

備考
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　　カ　災害時の廃棄物処理に関する事項

　　オ　事業系ごみに関する施策内容

　本市では、事業者による適正分別の推進に向けて、事業系ごみの減量化や資源化に
関する手法を記載した手引書を作成し情報提供を行う。また、クリーンセンターまに
わに搬入された事業系ごみについて抜き打ちで展開検査を行い、不適物が混入してい
る場合は排出事業者に指導を行うことで分別意識の向上を図るものとする。

　本市では、災害廃棄物処理計画に基づき、日常的に災害時に備えた訓練を行うとと
もに、市民や事業者に対し、災害時におけるごみの分別方法や仮置場の利用方法等に
ついて情報提供を行い、災害廃棄物の円滑な処理を推進する。

　　キ　生活排水対策

　河川の水質汚濁防止と生活環境の保全のために、公共下水道、農業集落排水処理施
設の整備区域内においては、管渠への接続を推進し、公共下水道等の加入率を向上さ
せる。
　また、公共下水道や農業集落排水処理施設の整備区域以外については、浄化槽設置
整備事業によりし尿くみ取り家庭やみなし浄化槽の設置者について、高度処理型合併
処理浄化槽への転換を推進する。
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（１）計画のフォローアップ

（２）事後評価及び計画の見直し

７　計画のフォローアップと事後評価

　本地域では、毎年、計画の進捗状況を把握し、その結果を公表するとともに、必要
に応じて、本地域の構成市町村、岡山県及び国と意見交換をしつつ、計画の進捗状況
を勘案し、計画の見直しを行う。

　計画期間終了後、処理状況の把握を行い、その結果が取りまとまった時点で、速や
かに計画の事後評価、目標達成状況の評価を行う。
　また、評価の結果を公表するとともに、評価結果を次期計画策定に反映させるもの
とする。なお、計画の進捗状況や社会経済情勢の変化等を踏まえ、必要に応じ計画を
見直すものとする。
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対象地域図 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

図 3 対象地域図 
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地域内の施設の現況と予定（位置図） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4-1 施設の位置図（現況と予定） 
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図 4-2 浄化槽整備区域及び浄化槽処理促進区域 
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現有及び新設予定の廃棄物処理施設が所在する 
地域のハザードマップ 
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